
（別紙３）

～ 令和　8年　2月　13日

（対象者数） 22 （回答者数） 20

～ 令和　8年　2月　13日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 スタッフのスキル向上

2 様々なケースを想定した研修

3 様々なケースを想定した研修

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
スタッフ全員のスキル底上げを行うため、様々なケースに応

じられる研修を行う。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービスあじさい

○保護者評価実施期間
令和　8年　2月　5日

○保護者評価有効回答数

令和　8年　2月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　2月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフの経験値に差がある 中間層のスタッフがいない

多数の学校区を対象としてお受入れをしている事で、普段かか

わることのないお子様同士が交流し、経験の幅が広がり対人面

での課題に取り組みやすい環境。

送迎範囲を、保護者様と相談をする事で受入れができる体制を

作っています。

また、特性を限定せず あじさいの利用をご希望されるかたを

極力お受入れできるようにしています。

支援の質

関係機関と常に連携し、広い視野で支援体制を作っています。

お子様と随時面談を行い、課題の本質を見極める取り組みをし

ています。

また、成長に伴う変化に応じて支援内容を変え、常にスタッフ

と共有しています。

相談体制

いつでも相談しやすい関係性作りに努め、お子様に変化があっ

た時、積極的に保護者様や学校、関係機関と連携し できるこ

とは何かを可能な限り対応できるようにしています。

事業所における自己評価総括表公表


